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津
和
野
町
観
光
協
会
は
一
般
社
団
法
人
へ

『
星
の
ふ
る
里
』
の
活
用

森
鷗
外
を
は
じ
め
偉
大
な
偉
人
を

多
数
輩
出
、
多
く
の
文
化
的
要
素
を

残
し
、
毎
年
多
く
の
観
光
客
で
賑

わ
っ
て
い
る
「
山
陰
の
小
京
都
・
津

和
野
」。

歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
町
並
み
と
清

流
・
高
津
川
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
豊

か
な
自
然
は
町
の
持
つ
魅
力
の
象
徴

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
津
和
野
を
訪
れ
る
年
間
の

観
光
客
数
は
平
成
21
年
か
ら
２
年
連

続
で
１
０
０
万
人
を
突
破
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
時
に
は
最
前
線
に

立
ち
、
時
に
は
主
役
を
支
え
る
黒
子

の
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
る
の
が
津
和

野
町
観
光
協
会
で
す
。

現
在
の
観
光
協
会
は
平
成
19
年
に

旧
日
原
、
旧
津
和
野
の
そ
れ
ぞ
れ
に

存
在
し
た
２
つ
の
観
光
協
会
が
合
併
し

て
誕
生
し
、
ホ
タ
ル
バ
ス
な
ど
様
々
な

観
光
振
興
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運
営
し

て
い
ま
す
。

そ
の
津
和
野
町
観
光
協
会
が
、
平
成

23
年
6
月
１
日
か
ら
一
般
社
団
法
人
津

和
野
町
観
光
協
会
（
会
長
・
財
間 

章
）

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
町
全
体

に
効
果
を
も
た
ら
す
公
益
性
の
高
い
事

業
の
他
に
、
法
人
と
し
て
運
営
を
継
続

す
る
た
め
の
収
益
性
の
高
い
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。た

だ
し
、
あ
く
ま
で
も
「
観
光
立
町

を
支
え
る
基
幹
組
織
」
と
し
て
の
姿
勢

は
維
持
し
た
ま
ま
、
新
た
な
観
光
振
興

に
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一般社団法人格の取得と新しい観光事業

新
し
く
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
観
光

協
会
の
挑
戦
の
一
つ
と
し
て
、
津
和

野
の
星
空
を
活
用
し
た
事
業
が
始
ま

り
ま
す
。

「
星
に
願
い
を
」
と
名
づ
け
ら
れ

た
こ
の
事
業
は
、
環
境
省
が
行
う
全

国
星
空
継
続
観
察
で
本
州
で
一
番
暗

い
夜
空
で
星
空
が
綺
麗
に
見
え
る
、

と
い
っ
た
町
の
持
つ
自
然
の
魅
力
と

日
原
天
文
台
や
隣
接
す
る
宿
泊
施
設

を
活
用
し
て
20
～
30
歳
代
の
女
性
を

メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
あ
ら
た
な
客

層
を
取
り
込
ん
で
い
こ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

こ
の
事
業
で
は
、
神
社
の
絵
馬
の

よ
う
な
願
い
事
を
書
く
専
用
キ
ッ
ト

を
販
売
、
記
入
し
終
わ
っ
た
キ
ッ
ト

を
日
原
天
文
台
に
設
置
さ
れ
た
「
願

い
星
宅
配
ポ
ス
ト
」
に
投
函
し
て
も

ら
い
、
ポ
ス
ト
に
入
っ
た
願
い
事
を

太
鼓
谷
稲
成
神
社
に
奉
納
し
、
そ
の

様
子
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

公
開
し
て
い
く
と
い
う
も
の
に
な
り

ま
す
。
７
月
２
日
に
は
、
島
根
の
観

光
ゆ
る
キ
ャ
ラ
・
し
ま
ね
っ
こ
が
事

業
の
PR
を
兼
ね
て
、
町
を
訪
れ
願
い

星
ポ
ス
ト
に
願
い
を
投
函
し
て
く
れ

ま
し
た
。

ポストに願い事を投函するしまねっこ

専用キット

利用者

「星に願いを」イメージ図

願い事の記入

投函

奉納 願い星
宅配ポスト

太鼓谷稲成神社
WEB上で公開

▽
日
程　

８
月
27
日
（
土
）
19
時
～

▽
会
場　

天
文
資
料
館
２
階

▽
参
加
料
無
料

（
星
の
集
い
参
加
者
・
天
体
観
測
は
有
料
）

日
原
天
文
台
及
び
島
根
天
文
協
会
で
は
Ｓ
ｕ
ｎ
―
ｉ

ｎ
星
の
集
い
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
は
中
国
地
方
の
天

文
愛
好
家
の
集
ま
り
で
、
昨
年
は
、
鳥
取
県
の
佐
治
ア

ス
ト
ロ
パ
ー
ク
で
開
か
れ
ま
し
た
。
毎
年
１
０
０
名
程

度
の
方
が
交
流
を
深
め
ま
す
。
今
回
は
こ
れ
に
併
せ
て

講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

講
師
は
中
西
貴
之
さ
ん
で
す
。
１
９
６
５
年
、
山
口

県
下
関
市
彦
島
に
生
ま
れ
、
日
本
質
量
分
析
学
会
・
日

本
科
学
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会
議
会
員
と
努
め
な
が

ら
現
在
は
、
呉
興
産
で
新
薬
の
開
発
研
究
の
傍
ら
科
学

音
声
番
組
の
配
信
を
続
け
ら
れ
「
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

タ
ー
」
と
し
て
も
大
人
気
で
す
。
著
書
も
「
最
新
科
学

お
も
し
ろ
雑
学
帖
」
か
ら
「
宇
宙
と
地
球
を
視
る
人
工

衛
星
」
な
ど
す
で
に
10
冊
を
超
え
て
い
ま
す
。
深
く
微

生
物
を
愛
し
、
科
学
技
術
の
可
能
性
の
大
き
さ
や
楽
し

さ
を
独
自
の
視
点
か
ら
お
話
を
さ
れ
ま
す
。「
科
学
好

き
の
子
ど
も
た
ち
を
世
界
に
あ
ふ
れ
か
え
し
た
い
」
と

言
う
言
葉
か
ら
も
楽
し
い
科
学
の
話
に
な
り
ま
す
。
科

学
の
好
き
な
方
・
SF
大
好

き
な
方
、
ア
ニ
メ
の
世
界

が
好
き
な
方
に
は
う
っ
て

つ
け
の
講
演
会
で
す
。
あ

な
た
は
宇
宙
人
に
で
あ
え

る
の
で
し
ょ
う
か
。

天
文
講
演
会

「
な
ぜ
宇
宙
人
は
そ
の
ヘ
ン
を
歩
い
て
い
な
い
の
か
」

津
高
の
今

～
こ
ち
ら
津
和
野
高
校
支
援
係
～

山
口
大
学
訪
問

球
技
大
会
開
催

６
月
10
日
金
曜
日
、
津
和
野
高
校
の
１

年
生
全
員
が
山
口
大
学
の
吉
田
キ
ャ
ン
パ

ス
と
宇
部
工
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
し

ま
し
た
。

毎
年
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
の
訪
問
は
、

近
隣
の
国
公
立
大
学
へ
実
際
に
行
っ
て
み

る
こ
と
に
よ
り
進
学
希
望
者
の
進
学
意
欲

を
高
め
、
進
路
の
参
考
に
す
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
大
学
の
概
要
説

明
を
受
け
た
後
、
図
書
館
な
ど
の
各
施
設
を

見
学
、
大
学
の
先
生
の
案
内
の
も
と
、
希
望

す
る
学
部
で
の
講
義
や
実
験
な
ど
を
体
験

し
ま
し
た
。
ま
た
、本
校
卒
業
生
の
案
内
で
、

学
食
で
の
昼
食
も
体
験
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
ど
ち
ら
の
キ
ャ
ン
パ
ス

で
も
施
設
の
充
実
ぶ
り
に
驚
き
、
あ
る
生

徒
は
「
図
書
館
の
規
模
の
大
き
さ
に
も
驚

い
た
」
と
、
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

大
学
の
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
ず
、
進
路
に

つ
い
て
漠
然
と
し
て
い
た
も
の
が
、
実
際

に
見
学
す
る
こ
と
で
、
明
確
に
意
識
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。
短
い
時
間
で
し
た
が
、
貴
重
な
体
験

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

７
月
４
日
月
曜
日
、
校
内
球
技
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
球
技
大
会
は
、
毎
年
恒
例
で

男
子
生
徒
は
、
バ
レ
ー
・
バ
ス
ケ
ッ

ト
・
サ
ッ
カ
ー
に
、
女
子
生
徒
は
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
・
バ
ス
ケ
ッ

ト
の
競
技
に
ク
ラ
ス
対
抗
で
競
い
合

い
ま
し
た
。

こ
の
球
技
大
会
は
益
田
地
区
総
体
へ

の
出
場
権
を
争
う
も
の
で
、
優
勝
し
た

ク
ラ
ス
は
、
６
日
に
開
催
さ
れ
た
益
田

地
区
総
体
に
参
加
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

が
優
勝
、
女
子
ソ
フ
ト
が
２
位
と
い
う

好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
２
年
の
石
川
直
紀
さ
ん

は
、「
益
田
地
区
大
会
に
出
場
す
る
こ

ドリブルでゴールを目指す選手。

ネット際では激しい攻
防が展開されました

と
が
で
き
、
良
い
経
験
を
す
る
こ
と
が

出
来
た
と
思
い
ま
す
。
先
輩
、
後
輩
関

係
な
く
一
人
ひ
と
り
が
一
生
懸
命
だ
っ

た
球
技
大
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。」、

２
年
の
田
原
七
星
さ
ん
は
、「
楽
し
み

に
し
て
い
た
球
技
大
会
が
終
わ
り
ま
し

た
。
外
は
雨
で
し
た
が
、
雨
に
負
け
な

い
楽
し
い
球
技
大
会
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
普
段
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
皆

の
姿
を
み
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も

有
意
義
な
一
日
で
し
た
。」
と
い
う
感

想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
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Town Watchingいろんな行事・イベントを広報担当者が取材にいきます
町内でがんばっている皆さんの姿、身近な出来事、話題を教えてください
営業課　情報戦略係☎74-0092
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※ corporate social responsibility。企業の社会的責任。社会的
存在として、法令遵守や利益貢献といった責任だけなく、市民
や地域、社会の顕在的・潜在的な要請に応え、より高次の社会
貢献や配慮、情報公開や対話を自主的に行うべきであるという
考えのこと

自動車のタイヤなどで知られる日本グッドイヤー
株式会社が自社の企業理念でありＣＳＲ（※）方針
でもある「子どもたちの成長に寄与する」をテーマ
に取り組んでいるグッドイヤーエコプロジェクトの
プログラムの一つ「エコキッズ飛行船教室」が６月
７日、津和野・日原の両小学校で開催されました。

体育館の中に集合した児童たちは、初めて目にす
る飛行船に大喜びしながら、飛行船が飛行機と比べ
てエコな乗り物であることなどの環境学習を行いま
した。

6 月 9 日木曜日に、津和野体育館にて第 13 回全
町合同ふれあいの場が開催され、およそ 60 名の方
が参加しました。

主催した社会福祉法人津和野町社会福祉協議会で
は、毎年地域の方が元気で言葉を交わし、町民同士
が交流する場としてふれあいの場を行っています。
この日は、ぞれぞれの団体で出し物を披露し、全員
でじゃんけんゲームなどをして楽しんでいました。

6 月 5 日日曜日、日原地区消防センターにて津和
野町消防操法大会が開催されました。

これは消化活動のスピードや正確さを競い合うこ
とで、消防技術の向上を目的に毎年開催されていま
す。

町内から出場した各消防団の団員は日ごろの訓練
の成果を発揮し、活動を指示する指揮者の合図にあ
わせてすばやい動作を披露していました。

6 月 11 日土曜日に、左鐙小学校体育館にて「左
鐙の小さな小さな映画祭」が左鐙の小さな小さな映
画祭実行委員会の主催によって開催されました。

以前から徹底した地元ロケによって３作品が製作
されてきた映画「左鐙パラダイス」。今回の映画祭
では、過去の全作品と最新作となる 4 作品目の上
映と映画監督・錦織良成さんを迎えた講演が行なわ
れました。

ホタルの群生地として町内で指折りの地域でもあ
る畑迫地区。そのホタルと地区に咲く紫陽花を楽し
んでもらおうと 6 月 10 日から７月７日の期間で、
畑迫ほたるとあじさい祭が、同祭りの実行委員会に
よって開催されました。

6 月 18 日にはほたるの見ごろがピークを迎える
のに併せてほたるイベントが開催、会場には多くの
観客が訪れ、夕闇が近づくにつれて、やさしく光る
ホタルに時間が経つのを忘れ魅入っていました。

6 月 25、26 日に、津和野の景色をゆっくり歩い
て楽しんでもらおうと第６回津和野ウォークが津和
野歩こう会の主催によって開催され、町内外からお
よそ 180 人が参加しました。

真夏を感じさせる日差しとなった 25 日には山入
を抜け、津和野神社や鷲原八幡宮をめぐるコースを、
参加者は休憩を取りながら自分のペースでゆっくり
歩き、津和野の魅力を感じていました。

「エコ」を学んだよ

楽しく、元気に！

災害時に備えて

蛍と紫陽花の共演

左鐙パラダイス最新作公開

晴天に恵まれ、津和野歩き

ECO MISSION 飛行船エコ教室

▲

町消防操法大会

▲

全町合同ふれあいの場

▲

津和野ウォーク

▲

ほたると紫陽花祭り

▲

左鐙で映画祭

▲
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インターネット町のケーブルネットワーク
（最大 10Ｍ bps）

アクセススピード
早＞遅

動画などのデータ量の多いコン
テンツの閲覧には速度の速い回
線のほうが有利

携帯電話回線
（7.2Mbps）

有線 LAN

無線 LAN(Wi-Fi)

スマートフォンなど

専用機器の接続で屋外でもインターネットを利用しよう

Wi-Fi スポット
増加中

現
在
、
津
和
野
町
で
は
大
手
通

信
事
業
者
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ

ル
株
式
会
社
と
協
力
し
て
、
町
内

に
無
料
で
利
用
で
き
る
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
の
設

置
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

iPhone

な
ど
に
代
表
さ
れ
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
い
っ
た
小

型
・
高
機
能
の
情
報
通
信
端
末
の

普
及
に
よ
り
、
全
国
の
観
光
地
で

は
、
い
つ
で
も
何
処
で
も
観
光
情

報
の
収
集
が
可
能
と
な
り
つ
つ
あ

り
、
観
光
客
誘
致
に
お
い
て
情
報

発
信
の
必
要
性
が
い
ま
ま
で
以
上

に
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
変
化
を
う
け
、
情
報

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
提
供
す
る
必

要
性
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
や
、

国
内
外
を
問
わ
ず
津
和
野
を
訪
れ

る
観
光
客
の
方
、
と
り
わ
け
外
国

人
観
光
客
へ
向
け
た
外
国
語
表
記

に
よ
る
観
光
情
報
の
提
供
な
ど
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
新

し
い
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
可
能
な
基

Wi-Fi（ワイファイ）とはパソコンなどでインターネットを
使用するときなどに使われる無線 LAN（ラン）機器が業界
の標準規格 IEEE（アイトリプルイー）802.11 シリーズの
準拠していることを示すブランド名です。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
環
境
の
基
盤

に
は
鹿
足
郡
事
務
組
合
が
運
営
す
る
サ

ン
ネ
ッ
ト
に
ち
は
ら
の
ケ
ー
ブ
ル
イ
ン

何
故
、
設
置
す
る
の
？

ど
う
し
て
無
料
な
の
？

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
主
に
利

用
し
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
ア
ク

セ
ス
ポ
イ
ン
ト
に
は
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
が
提
供
す

る
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ

ス
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ス
ポ
ッ
ト
の
設
置

に
は
専
用
機
器
を
設
置
す
る

だ
け
で
可
能
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ス

ポ
ッ
ト
と
な
る
専
用
機
器
の

電
源
や
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
の
提

供
に
は
、
機
器
を
設
置
す
る

施
設
を
管
理
さ
れ
る
方
の
負

担
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。

設置時に用いるルータと
呼ばれる専用機器

Wi-Fi スポットの設置に関するお問合せ先
役場地域振興課☎ 74-0038 又は役場商工観光課☎ 72-0652

本庁舎入り口にも設置を
示すステッカーが貼られ
ています。

登場以来、急激に普及したスマー
トフォン。“アプリ”と呼ばれるソ
フトウェアを使用することで観光
情報や災害情報など様々な用途で
の活用が期待されています。

盤
づ
く
り
を
目
的
に
設
置
を
す
す
め

て
い
ま
す
。

このマーク
が

目印



※グラフの数値については、小数点以下を四捨五入しています

地
域
課
題
等
概
要
調
査
報
告 

～
自
治
会
未
結
成
地
域
編
～

自
治
会
に
代
わ
る
組
織
に
つ
い

て
約
半
数
が
「
あ
る
」
と
回
答

活
動
内
容
の
は
多
く
は

冠
婚
葬
祭
に
関
す
る
こ
と

自
治
会
機
能
に
つ
い
て
は

概
ね
共
通
し
た
認
識

半
数
の
方
は
自
治
会
の
必
要
性

を
感
じ
て
い
る

自
治
会
に
は
リ
ー
ダ
ー
な
ど
の

ま
と
め
役
が
必
要

地
域
課
題
等
概
要
調
査
に
つ
い
て

（
平
成
22
年
度
実
施
）

自
治
会
が
結
成
さ
れ
て
い
な
い
地
域
に

お
住
ま
い
の
世
帯
主
の
み
な
さ
ま
を
対
象

に
、
自
治
会
未
結
成
地
域
の
活
動
実
態
や

抱
え
て
い
る
課
題
、
自
治
会
の
必
要
性
な

ど
を
把
握
す
る
目
的
で
郵
送
に
よ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
み
な
さ

ま
に
は
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
以
下
、
主

な
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
回
答
数
１
８
５
件
）

自
治
会
に
代
わ
る
組
織
（
組

う
ち
な
ど
）
の
あ
る
地
域
に
対

し
て
、
そ
の
組
織
が
ど
の
よ
う

な
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か
質

問
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
自

治
会
に
代
わ
る
組
織
の
主
な
活

動
と
し
て
、
冠
婚
葬
祭
に
関
す

る
活
動
や
住
民
同
士
の
親
睦
活

動
、
地
域
の
環
境
維
持
・
管
理

活
動
を
行
な
っ
て
い
る
と
の
回

答
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

（
※
複
数
回
答
有
）

自
治
会
に
は
ど
の
よ
う
な
機

能
が
あ
り
、
活
動
し
て
い
る
組

織
な
の
か
イ
メ
ー
ジ
を
お
尋
ね

し
た
と
こ
ろ
、
冠
婚
葬
祭
や
高

齢
者
へ
の
声
掛
け
・
手
助
け
、

地
域
の
安
全
を
守
る
活
動
、
地

域
の
環
境
維
持
・
管
理
、
行
政

へ
の
要
望
伝
達
、
親
睦
活
動
、

災
害
時
の
復
旧
・
援
助
活
動
に

つ
い
て
、
半
数
以
上
が
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。（
※
複
数
回
答
有
）

自
治
会
の
必
要
性
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
た
と
こ
ろ
、
約
半
数
が
「
必
要
で
あ

る
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
が
「
必
要
で
あ
る
」
と
回
答

さ
れ
た
方
に
、
自
治
会
を
設
置
す
る
た

め
に
必
要
な
こ
と
を
お
尋
ね
し
た
と
こ

ろ
、
回
答
者
の
約
４
割
が
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
、
ま
と
め
役
が
必
要
と
回
答
し
、

２
割
以
上
が
人
的
支
援
や
講
座
開
催
等

に
よ
る
地
域
住
民
の
意
識
啓
発
が
必
要

で
あ
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

以
上
が
地
域
課
題
等
概
要
調

査
（
自
治
会
未
結
成
地
域
編
）

の
主
な
結
果
で
す
。
今
後
、
こ

の
結
果
や
第
１
回
津
和
野
町
町

民
意
識
調
査
の
結
果
（
調
査
報

告
書
は
４
月
下
旬
に
町
内
全
世

帯
へ
配
布
済
み
）
な
ど
を
も
と

に
、
津
和
野
町
住
民
と
行
政
の

協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
会
議

で
協
議
し
な
が
ら
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。何

か
お
気
づ
き
の
点
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
意
見
等

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

自
治
会
に
代
わ
る
組
織
が
あ
る
か
ど
う

か
の
質
問
に
、
56
％
が
「
あ
る
」
と
回
答

し
ま
し
た
。

ある
56％

ない
30％

わからない
13％

☆ボランティア・地域活動団体登録制度について
１．この制度は町内でまちづくりに関するボランティア・地域活動を行なっている団

体を把握し、協働のまちづくりのパートナーとしてまちづくりに参画していただ
くことを目的に導入した制度です。登録していただいた団体には、今年度秋に開
催予定の「協働のまちづくりシンポジュウム（仮称）」のご案内や活動助成などに
関する情報提供を行ないます。登録を希望される団体はまちづくり政策課までご
連絡ください。

２．現在、上記１の活動をおこなっている団体を把握することを目的として、町内の
自治会長および嘱託員のみなさまに情報提供をお願いしています。7 月 29 日（金）
までにご回答いただきますよう、ご協力お願いいたします。

0 20 40 60 80 100

11．その他
10．地域住民の意見を集約して、行政に対し要望などを伝える活動
９．住民同士の親睦を深めるための活動（祭りやスポーツなど）
８．冠婚葬祭に関すること
７．高齢者への声掛け、手助け

６．子どもの見守り
５．リサイクル（資源回収）活動

４．地域の環境維持・管理

３．地域の課題や住民同士のトラブルの解決
２．災害時（水害等）の復旧、援助活動
１．地域の安全を守る活動（防犯、交通安全）

%

0 20 40 60 80 100 120

11．その他

10．地域住民の意見を集約して、行政に対し要望などを伝える活動

９．住民同士の親睦を深めるための活動（祭りやスポーツなど）

８．冠婚葬祭に関すること

７．高齢者への声掛け、手助け

６．子どもの見守り

５．リサイクル（資源回収）活動

４．地域の環境維持・管理

３．地域の課題や住民同士のトラブルの解決

２．災害時（水害等）の復旧、援助活動

１．地域の安全を守る活動（防犯、交通安全）

%

無回答

わからない

不要

必要

その他

自治会結成や運営のノウハウを持つ方（支援員等）による支援

地域住民に対し、自治会の必要性に関する講座等の開催

リーダー的人材の発掘、もしくは人材の育成

自治会の機能と活動イメージに関する回答

どのような役割をしているかに関する回答

自治会の必要性についての回答結果

自治会設置について必要なことに関する回答結果

ま
ち
づ
く
り
政
策
課

☎
７
４-

０
０
９
６
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『
山
の
宝
で
も
う
一
杯
』

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
り
ま
す

津
和
野
町
林
地
残
材
搬
出
に
伴
う
自
伐
林
家
等
支
援
事
業

問
合
せ
先:

農
林
課
☎
７
２
ー
０
６
５
３

森
林
の
現
況
に
つ
い
て

津
和
野
町
の
総
土
地
面
積
は

3
万
７
０
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
そ
の
う
ち

森
林
面
積
は
約
2
万
７
，
７
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
面
積
の
約
９
割
を
森
林
が
占
め

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
民
有
林
は
約

2
万
４
，
３
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
人
工
林

は
約
８
，
７
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。

こ
の
人
工
林
の
中
で
公
社
造
林
、
町
行

造
林
な
ど
の
分
収
林
を
除
い
た
私
有
林
は

約
６
，
３
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
私
有
林
の
多
く
は
長
引
く
木
材

価
格
の
低
迷
に
よ
り
、
手
入
れ
不
足
で
間

伐
遅
れ
の
山
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
間
伐
を
実
施
し
て
も
搬
出
経
費

が
賄
え
な
い
こ
と
か
ら
、
林
地
に
放
置
さ

れ
た
木（
林
地
残
材
）が
残
る
た
め
、
景

観
を
悪
く
し
、林
内
は
歩
き
に
く
く
な
り
、

豪
雨
等
に
よ
り
林
地
残
材
が
流
出
す
る
災

害
の
危
険
性
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
の
森
林
は
、
自
分
の
山
は
自
分

で
管
理
す
る
自
伐
林
家
や
、「
自
分
ひ
と

り
で
管
理
で
き
な
け
れ
ば
寄
り
合
い
で
助

け
合
う
」
と
い
っ
た
協
働
・
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
な
ど
で
手
入
れ
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
は
そ
れ
が
で
き
な
い
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。

林
地
残
材
の
搬
出
助
成
に
つ
い
て

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
森
林
を
健
全

な
状
態
に
整
備
し
、
林
地
残
材
（
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
）
を
地
域
の
発
展
と
地
球
の
環
境

保
全
の
た
め
に
有
効
に
活
用
し
、
林
地
残

材
の
出
荷
に
対
し
て
地
域
通
貨
券
を
助
成

す
る
こ
と
で
自
伐
林
家
等
の
復
活
を
目
指

し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
林
地
残
材
を
搬
出
し
、

指
定
チ
ッ
プ
業
者
へ
出
荷
し
た
自
伐
林
家

等
に
対
し
て
、
津
和
野
町
内
で
利
用
で
き

る
地
域
通
貨
券
（
１
ト
ン
あ
た
り
3
千
円

分
）
を
助
成
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性

化
を
図
ろ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。
今

回
は
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
3
ヵ
月
間
の

社
会
実
験
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

出荷登録者 山陰丸和林業
石州造林

登録商店商工会

①軽トラック等
で山へ出発

②間伐し、林地残材を玉伐る
③軽トラック等に積載、運搬する

④残材の計量と荷下ろし

⑥地域通貨券で商品を購入⑦地域通貨券を現金に換金

⑤１トン当たり 3,000 円の
地域通貨券がもらえる

森林が
キレイになる

『山の宝でもう一杯』プロジェクトの応援団から
（島根県西部農林振興センター、NPO もりふれ倶楽部、NPO アンダンテ２１）

「森の健康診断」参加者募集！！

『山の宝でもう一杯』プロジェクト “ サポーター募集！ ”

このプロジェクトの詳しい説明と、他の地域での実施経験談を生の声で届ける研修会を開催します。

とき：８月 28 日（日）10 時～ 12 時　ところ：日原山村開発センター
※詳しい内容については、近日中にお知らせします。

①日時 :9 月 19 日　月曜日（敬老の日）　　9 時～ 17 時　　 8 時 30 分受付開始
②参加条件 : 中学生以上、地域で森の健康診断がしたい方、もしくは関心のある方

ハイキングができる体力があり、自然が好きな方
③集合場所 : 日原山村開発センター ④定員 :50 名（申込先着順、定員まで受け付け） 
⑤参加費 :500 円 ⑥申込締切 :9 月 12 日　月曜日
⑦申し込み :NPO 法人アンダンテ 21  益田市水分町 18-10　　電話＆ FAX 0856-24-8661
　E メール：andante@iwami.or.jp　住所・氏名・電話番号・年齢・性別を明記の上お申込みください

今、日本全国で人工林（スギ・ヒノキなど人の手によって植えられた木の
森）の荒廃が問題となっています。津和野町も例外ではなく、問題は深刻で
す。理由は主に後継者がいないこと、輸入材が安いこと、手入れをすればす
るほど赤字になることなどです。森が荒れると何が問題なのかというと、間
伐をしていない場所は、木が込み合い根元に光が差し込まず、広葉樹などの
他の植物が育ちません。土は痩せ、保水力や栄養を失い、木はかろうじて生
きている状態のため、大雨などで土砂崩れを起こす危険性があります。津和
野町の面積の９割は森林で、そのうち民間の人工林は全森林のうち３割を占
めています。一部、赤字覚悟で手入れをしている山主さんもおられるでしょ
うが、現実的には手をつけたくてもつけられないのが現状です。このプロジェ
クトは山林の自然環境を健全に保ち災害を防ぐためと、何より手間をかけて
植えられてきた木材を活用して地域を元気にするのが目的です。近年、高知
や岐阜、鳥取などで実施されており、多くの住民が参加し成功しています。

「山の宝でもう一杯」プロジェクトを実施するには、まず森林の現状を知る
ことが必要です。参加者がハイキングをしながら実際に森林に入り、１００円
グッズ等の調査道具を使い、誰でも出来る方法で、人工林の科学的な「森の健
康診断」を行います。山主さんは、ご自身の山で応用可能です。各班に自然観
察サポーターもつきます。

このプロジェクトの取り組みをいろいろな方向から「頑張れ ! 応援するよ !」という方を募集します。
山林を所有している山主さんはもちろんのこと、山林を所有していない方、津和野町外の方でも OK です。
林地残材搬出は出来ないけど、応援をしたいという方も大歓迎です。一人でも多くの方に関わっていただ
き応援してもらえると、このプロジェクトは成功へ一歩近づくことができます。

希望者は登録料（300 円）で、サポーター会員となります。サポーターの方には、随時メールで情報を
提供させていただきます。島根県で初めて取り組まれるこのプロジェクトの応援をよろしくお願いします。

申し込み先:NPO法人アンダンテ21 上記と同じ　住所・氏名・Eメールアドレスを明記ください。

 

 
   

手入れ不足で間伐遅れの山林

適正に管理された山林

出
荷
者
登
録
に
つ
い
て

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
た
め

に
は
登
録
が
必
要
で
す
。

【
登
録
条
件
・
方
法
】

・
町
民
で
あ
る
こ
と

・
個
人
登
録
が
基
本
で
す
が
、
自
治
会

等
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
で
の
登
録
も

可
能
で
す
。

・
出
荷
す
る
林
地
残
材
は
、
町
内
の
山

林
で
伐
採
さ
れ
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

・
自
己
所
有
で
な
く
て
も
委
任
を
受
け

た
山
林
か
ら
の
出
荷
も
可
能
で
す
。

・
添
付
書
類
と
し
て
、「
運
転
免
許
証
」

と「
車
検
証
」の
写
し
が
必
要
で
す
。

出
荷
者
登
録
は
8
月
1
日
か
ら
開
始
し

ま
す
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
と
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
が

あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
で
き
ま
す
。

登
録
に
つ
い
て
は
、
役
場
農
林
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

山の宝でもう一杯・イメージ図

30,709ha

27,700ha

8,700ha

6,300ha

24,300ha

総土地面積

森林面積

民有林

私有林

人工林

そ
の
多
く
が

間
伐
遅
れ
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スポーツ振興や体力づくりに貢献しています 家屋の実地調査を行います

緊急時でも適切な医療措置を受けるために

町体育指導委員の取り組みについて 事前にご相談ください

救急医療情報キットを無料配布します

津和野町教育委員会☎ 72-1854 税務住民課☎ 74-0069

健康保険課☎ 72-0651

６
月
25
・
26
日
に
中
国
地
区
体

育
指
導
委
員
研
修
会
が
益
田
市
に

あ
る
グ
ラ
ン
ト
ワ
及
び
市
民
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、
町
体
育
指
導
委

員
12
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
で
は
、
毎
年
中
国

5
県
の
体
育
指
導
委
員
が
集
ま

り
、
今
年
は
８
３
２
名
で
講
演
や

実
技
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
研

修
会
は
運
営
す
る
当
番
も
各
県
で

交
代
し
な
が
ら
行
わ
れ
、
今
年
は

津
和
野
・
吉
賀
を
含
め
た
益
田
管

内
の
関
係
者
が
中
心
と
な
っ
て
運

営
し
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
大
い
に

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1

月
1
日
（
賦
課
期
日
）

に
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
（
総

称
し
て
「
固
定
資
産
」）
を
所

有
し
て
い
る
人
が
、
所
在
す
る

市
町
村
に
納
め
る
税
金
で
す
。

総
務
大
臣
が
定
め
た
固
定
資

産
評
価
基
準
に
基
づ
き
、
固
定

資
産
を
評
価
し
価
格
を
決
定
の

上
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
、
そ
の
後
、
税
額
を
算

定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
固
定
資
産
の
う
ち
家
屋
に

つ
い
て
は
、
実
際
に
現
地
に
出

向
き
調
査
を
行
い
評
価
額
を
算

定
し
ま
す
。

税
務
住
民
課
で
は
10
月
以

降
、
家
屋
の
実
地
調
査
を
行
い

ま
す
の
で
、
下
記
に
該
当
さ
れ

る
方
は
税
務
住
民
課
・
固
定
資

産
税
担
当
ま
で
事
前
に
相
談
い

た
だ
く
か
、
届
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

活
躍
し
ま
し
た
。

研
修
会
の
中
で
、
町
の
指
導

委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

内
谷
敬
子
さ
ん
と
岡
村
勝
義
さ

ん
が
島
根
県
10
年
勤
続
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

体
育
指
導
委
員
は
こ
う
し
た

研
修
を
受
け
な
が
ら
、
町
内
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
や
ス

ポ
ー
ツ
振
興
及
び
皆
さ
ん
の
体

力
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
町
内
行
事
の
際
に
は

ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
や
体
力
測
定

こ
の
キ
ッ
ト
は
、
自
分
の
か
か

り
つ
け
医
や
持
病
な
ど
が
書
か
れ

た
救
急
情
報
シ
ー
ト
を
専
用
の
容

器
に
入
れ
、
自
宅
に
保
管
す
る
も

の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
万
一
の
救
急
時

に
も
持
病
や
服
薬
等
の
医
療
情
報

が
キ
ッ
ト
を
見
れ
ば
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
、
あ
な
た
に
合
っ
た
医

療
処
置
を
素
早
く
行
う
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

ま
た
緊
急
連
絡
先
の
把
握
に
よ

り
救
急
情
報
シ
ー
ト
に
な
い
情
報

の
収
集
や
家
族
な
ど
の
い
ち
早
い

協
力
が
得
ら
れ
ま
す
。

キ
ッ
ト
は
、
か
け
つ
け
た
救
急

隊
員
が
す
ぐ
に
探
し
出
す
必
要
が

あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
お
宅
で
冷
蔵

庫
は
台
所
に
あ
る
の
で
最
適
な
保

管
場
所
は
冷
蔵
庫
で
す
。

キ
ッ
ト
の
配
布
は
左
記
に
該
当

す
る
方
全
員
に
無
料
で
配
布
し
ま

す
。

対
象
▽
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
、
障
が
い
の
あ
る
人

な
ど 

配
布
方
法
▽
民
生
児
童
委
員
や
自

治
会
を
通
じ
て
配

布
し
ま
す

問
合
せ
先
▽
役
場
健
康
保
険
課

（
☎
72
―
０
６
５
１
）

を
す
る
な

ど
、
こ
れ
か

ら
も
町
内
の

生
涯
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
充

実
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま

す
。

前列左より：三好りよ子さん（14）、
内谷敬子さん（10）、廣石洋子さ
ん（19）、 岡 村 勝 義 さ ん（10）、
有田キミ子さん（15）、三浦すま
子さん（18）
後列左より：岩見さおりさん（4）、
山下淳さん (13)、田中久司さん

（11）、大羽仁さん（5）、原田悦
次さん（16）、永嶺勉さん（4）

（　）内は継続年数

研修会の様子

適
切
な
処
置
が
可
能
に

配
布
は
無
料

家
屋
調
査
は
国(

総
務
省)

の
定
め
た
固
定
資
産
評
価
基
準
に
よ

っ
て
、
再
建
築
価
格
を
算
出
し
、
そ
れ
を
基
に
評
価
し
ま
す
。

家
屋
評
価
の
し
く
み

新
築
家
屋
の
評
価

評
価
額
＝
再
建
築
価
格
×
経
年
減
点
補
正
率

再
建
築
価
格								

評
価
の
対
象
と
な
っ
た
家
屋
と
同

一
の
も
の
を
評
価
基
準
年
度
の
時

点
に
お
い
て
そ
の
場
所
に
新
築
す

る
も
の
と
し
た
場
合
に
必
要
と
さ

れ
る
建
築
費
で
す
。

経
年
減
点
補
正
率				

家
屋
の
建
築
後
の
年
数
の
経
過
に

よ
っ
て
生
ず
る
損
耗
の
状
況
に
よ

る
減
価
等
を
表
し
た
も
の
で
す
。

新
築
以
外
の
家
屋(

在
来
分
家
屋)

の

評
価
《
基
準
年
度
（
３
年
ご
と
）》

評
価
額
は
、
右
記
の
新
築
家
屋
の
評
価
と
同
様
の
算
式

に
よ
り
求
め
ま
す
が
、
再
建
築
価
格
は
、
建
設
物
価
の
変

動
分
を
考
慮
し
な
が
ら
算
出
し
ま
す
。

な
お
、
評
価
額
が
前
年
度
の
価
額
を
超
え
る
場
合
で
も
、

決
定
価
格
は
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
通
常
、
前
年

度
の
価
格
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。(

た
だ
し
、
全
棟
調
査

等
が
あ
れ
ば
変
動
し
ま
す)

届出忘れが無いようご注意ください

以下のいずれかに該当する人はご相談ください

◎平成 23 年中に新築又は増築をされた方
◎平成 23 年中に家屋を解体された方

注 1）新築・増築について評価漏れになった場合には、家屋の評価証明の発行ができなか
ったり、遡って課税されることになりますので十分注意してください。

注 2）家屋の解体について届出がない場合は、そのまま課税されますので必ず届出をして
ください。また、土地の上に一定用件を満たす住宅があると「住宅用地に対する課
税標準額の特例」が適用され減額されます。しかし、住宅の解体や、その住宅とし
ての用途を変更すると本特例の適用から外れ税額が高くなる場合があります。
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▼
▼

▼
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開運商法の広告は「その先」にも注意が必要です

▼消費者被害注意情報

地域を守るためファイトある人を望んでいます 日本脳炎の予防接種を受けましょう

高校２年生のはしか
4 4 4

予防接種について

▼益田地区広域市町村圏事務組合消防吏員募集

母子手帳を確認しましょう

母子手帳を確認しましょう

 

島根県環境生活総務課消費生活室
☎ 0852-22-5103

益田広域消防本部
☎ 0856-31-0119

新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
や

雑
誌
の
裏
表
紙
で
「
こ
の

ア
ク
セ
サ
リ
を
身
に
つ
け
れ
ば
た

ち
ま
ち
大
金
持
ち
に
な
る
！
」
な

ど
と
射
幸
心
を
あ
お
る
、
い
わ
ゆ

る
開
運
商
法
。「
値
段
は
そ
う
高

く
な
い
し
、
返
品
可
能
な
ら
試
し

て
み
る
か
…
」
と
軽
い
気
持
ち
で

注
文
す
る
と
、
後
々
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

返
品
で
き
る
筈
が
…

効
果
が
な
い
の
で
業
者
に
連
絡

し
た
ら
「
効
果
が
な
い
と
い
わ
れ

た
の
は
初
め
て
で
す
。
特
別
に
霊

能
鑑
定
し
ま
し
ょ
う
。」
と
話
が

進
み
、「
悪
霊
の
た
め
、
百
万
円

の
壺
を
買
わ
な
い
と
幸
福
に
な
れ

な
い
ん
で
す
。」
な
ど
と
更
に
別

の
高
額
商
品
を
売
り
つ
け
ら
れ
て

し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

業
者
に
文
句
を
い
う
と
「
幸
福

に
な
れ
な
か
っ
た
と
い
う
な
ら
、

そ
れ
を
証
明
し
な
さ
い
。
で
な
け

れ
ば
返
品
は
で
き
な
い
。」
と
い

わ
れ
た
り
、
い
ざ
返
品
し
よ
う
と

し
た
ら
返
品
手
数
料
を
請
求
さ
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

法
規
制
に
は
限
界
が

通
信
販
売
の
広
告
に
つ
い
て
は

法
律
が
規
制
を
し
て
い
ま
す
。
例

益
田
広
域
消
防
本
部
で
は

左
記
の
要
領
で
地
域
を

守
る
消
防
吏
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

平
成
7
～
18
年
度
に
生
ま
れ

た
方
は
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接

種
が
不
十
分
に
な
っ
て
い
ま

す
。日

本
脳
炎
は
ブ
タ
か
ら
蚊
を

媒
体
と
し
て
感
染
す
る
急
性
脳

炎
で
す
。

主
な
症
状
は
、突
然
の
高
熱
、

頭
痛
、
意
識
障
害
及
び
け
い
れ

ん
等
で
あ
り
、
現
在
で
も
死
亡

率
、
後
遺
症
を
残
す
率
が
比
較

的
高
い
病
気
で
す
。

現
在
は
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
で
ほ
と
ん
ど
発
症
が
な
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
接
種
後
に

重
い
副
作
用
が
発
生
し
た
事
例

を
き
っ
か
け
に
、
国
の
通
知
に

よ
り
平
成
17
年
度
か
ら
積
極
的

な
接
種
の
案
内
を
控
え
て
い
ま

し
た
。
平
成
21
年
途
中
に
は
新

た
な
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、

現
在
は
通
常
ど
お
り
接
種
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
23
年
度
に

5
～
16
歳
と
な
る
方
（
平
成
7

～
18
年
度
生
ま
れ
）
は
、
平
成

17
～
21
年
度
の
間
に
予
防
接
種

を
受
け
る
機
会
を
逃
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う

ち
、
平
成
23
年
度
に
9
～
10
歳

◇
申
込
方
法

消
防
本
部
、
消
防
分
遣
所
、

広
域
圏
内
市
町
役
場
、
益
田
公

共
職
業
安
定
所
及
び
広
域
圏
内

各
高
校
に
あ
る
受
験
申
込
書
等

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
消
防

本
部
（
総
務
課
）
に
持
参
又
は

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

受
験
申
込
書
等
は
当
本

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

（U
R

L:h
ttp://w

w
w

.fd-
m

asuda.net/)

◇
受
付
期
間

平
成
23
年
8
月
17
日
か
ら

9
月
16
日
（
当
日
必
着
）

◇
郵
送
・
問
合
せ
先

〒
６
９
８
―
０
０
２
７

益
田
市
あ
け
ぼ
の
東
町
８
の

６
益
田
広
域
消
防
本
部
総
務
課

☎
０
８
５
６
―
３
１
―

０
１
１
9
又
は
０
２
２
０

え
ば
著
し
く
事
実
と
異
な
る
表

示
は
「
誇
大
広
告
」
と
し
て
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

悪
質
事
業
者
の
手
口
は
年
々
巧

妙
に
な
り
、「
絶
対
に
効
果
が

あ
る
と
は
い
っ
て
な
い
」
な
ど

の
逃
げ
道
を
用
意
し
て
い
る
例

が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
ま
ず
私
た
ち
が

冷
静
な
判
断
力
を
も
っ
て
対
応

す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

あ
な
た
は
「
商
品
の
不
思
議
な

力
で
幸
運
が
得
ら
れ
る
」
と
信

じ
ま
す
か
？ 

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
運
動
や
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
流
行
す
る
中

で
、
開
運
商
法
の
広
告
も
ま
た

素
直
に
信
じ
る
人
が
い
ま
す
。

巧
妙
な
手
口
に
騙
さ
れ
た
と
気

づ
い
た
時
に
「
こ
ん
な
手
に

引
っ
か
か
っ
た
な
ん
て
他
人
に

い
う
の
は
恥
ず
か
し
い
」
と
泣

き
寝
入
り
す
る
場
合
も
少
な
く

な
い
。
悪
質
商
法
は
そ
こ
に
つ

け
込
む
の
で
す
。

も
し
、
あ
な
た
の
身
近
に
開

運
商
法
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
て
い

る
人
が
い
た
ら
、
役
場
や
県
の

消
費
者
相
談
窓
口
へ
の
相
談
を

勧
め
て
み
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。

職
種

採用予定人数
受験資格

要件
性別 学歴 年齢

消
防
吏
員

5 名
（内１名は救急

救命士の資格
を有する者）

不問 不問
昭和 61 年 4 月２日
から平成 6 年 4 月１
日までに生まれた人

１. 矯正視力 0.7 以上かつ一眼
でそれぞれ 0.3 以上あり、
色彩識別ができ、聴力が正
常であること

２.日本国籍を有すること

健康保険課 ☎ 72-0657

健康保険課 ☎ 72-0657

（
平
成
13
～
14
年
度
生
ま
れ
）

に
方
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と

お
り
不
足
分
の
接
種
を
行
い
ま

す
の
で
、
母
子
健
康
手
帳
な
ど

で
こ
れ
ま
で
の
接
種
歴
を
確
認

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
役
場
か

ら
の
案
内
に
沿
っ
て
接
種
を
受

け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日本脳炎予防接種（１期）の不足分の接種（平成 23 年度）
対象者

（平成 23 年度に下記の年
齢になる方）

これまでの
接種回数（※１）

不足する
接種回数

接種間隔

・10 歳
（平成 13 年 4 月2 日生～

平成 14 年 4 月1日生）
・9 歳

（平成 14 年 4 月2 日生～
平成 15 年 4 月1日生）

3 回 不要

2 回 1回

1回 2 回 6 ～ 28日の間隔で 2 回

0 回
3 回

（※ 2）
6 ～ 28日の間隔で 2 回

概ね 1年後に 1回

空
気
感
染
と
重
い
症
状

特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん

予
防
接
種
を
受
け
る
に
は

※１, 任意接種
を含みます

※２,３回接種
が 必要な方
は、1年後に
３回目のお知
らせを行いま
す。

平
成
23
年
5
月
20
日
か
ら
、「
平

成
6
年
4
月
2
日
～
平
成
7
年
4

月
1
日
生
ま
れ
で
あ
っ
て
、
か
つ

学
校
行
事
（
修
学
旅
行
等
）
で
海

外
に
行
く
方
」
は
、
は
し
か
（
麻

し
ん
）
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
対
象
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
20
年
に
カ
ナ
ダ

へ
修
学
旅
行
に
行
っ
た
高
校
生
が

現
地
で
は
し
か
を
発
症
、
同
行
し

て
い
た
他
の
生
徒
・
教
員
も
帰
国

便
へ
の
搭
乗
を
拒
否
さ
れ
、
40
日

間
も
隔
離
さ
れ
た
こ
と
等
を
受

け
、
今
年
度
か
ら
学
校
行
事
で
海

外
に
行
く
方
は
、
接
種
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

は
し
か
は
、
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス

を
吸
い
込
む
こ
と
で
感
染
し
ま

す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
感
染
力

が
非
常
に
強
い
た
め
、
免
疫
が
な

け
れ
ば
同
じ
部
屋
に
い
る
だ
け
で

感
染
し
ま
す
。
主
な
症
状
は
、熱
・

せ
き
・
鼻
水
、
全
身
の
発
疹
な
ど

で
す
。
重
症
化
す
る
と
、
肺
炎
や

脳
炎
を
引
き
起
こ
す
恐
ろ
し
い
病

気
で
す
。
日
本
の
よ
う
に
、
医
療

水
準
が
高
い
国
で
も
、
数
千
人
に

1
人
程
度
の
割
合
で
命
を
落
と
し

た
り
、
脳
炎
に
よ
る
重
い
後
遺
症

が
残
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

ご
自
身
が
予
防
接
種
の
該
当

に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
は
健
康

保
険
課
保
健
予
防
係
（
☎
72
―

０
６
５
７
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
現
在
、
島
根
県
内
の
高
校
に
通
っ
て

い
て
も
、
他
の
都
道
府
県
に
住
民
票

を
置
い
て
い
る
方
は
住
民
票
を
置
く

自
治
体
の
予
防
接
種
担
当
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

す
。予

防
接
種
で
免
疫
を
つ
け
る

こ
と
が
身
を
守
る
唯
一
の
方
法

で
す
。
接
種
対
象
の
方
に
は
、

（
住
民
票
を
置
く
）
役
場
が
接

種
の
費
用
を
負
担
す
る
の
で
、

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
は
し
か
の
ワ
ク
チ
ン
は
麻
し
ん
単
独

ワ
ク
チ
ン
も
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は

風
し
ん
も
一
緒
に
予
防
で
き
る
麻
し

ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
（

MR
ワ
ク

チ
ン
）
が
主
流
で
す
。
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▼
▼

▼
▼

特定計量器定期検査が行われます所得税の軽減・免除が受けられます

登記事項証明書の請求はオンラインが便利です 万が一のときには私たちの暮らしを守ります

計量器の正確さを確認しましょう東日本大震災により被害を受けた方は手続きを忘れずに

安い！早い！簡単 ! 自宅や会社でオンライン申請 年金制度には障害年金と遺族年金があります

２
年
に
１
度
行
わ
れ
る
特

定
計
量
器
（
は
か
り
）

の
定
期
検
査
が
左
記
の
日
程
で

行
わ
れ
ま
す
。

検
査
を
し
な
い
と
抜
き
打
ち

検
査
等
に
よ
り
罰
金
等
の
処
分

も
あ
り
ま
す
。

ご
利
用
の
は
か
り
の
正
確
さ

を
再
認
識
す
る
意
味
か
ら
も
受

検
を
お
願
い
し
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金
は
、
障
害
の
原

因
と
な
っ
た
病
気
や
ケ
ガ
の
初
診

日
が
国
民
年
金
に
加
入
中
あ
る
い

は
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
が
、

一
定
の
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
と

き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

今
年
4
月
か
ら
は
加
算
対
象
者

が
拡
大
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
受
給
権

が
発
生
し
た
後
に
結
婚
・
出
産
し

て
も
、
配
偶
者
や
子
ど
も
が
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
分
も

受
け
取
れ
る
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

方
は
、
同
一
の
子
を
対
象
と
し
た

障
害
年
金
の
子
の
加
算
と
配
偶
者

の
方
へ
支
払
わ
れ
る
児
童
扶
養
手

当
の
両
方
を
受
け
取
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
を
受
け
る
か

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金
額

を
比
較
し
て
高
い
方
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金

に
加
入
中
あ
る
い
は
60
歳
以
上
65

歳
未
満
の
間
に
亡
く
な
っ
た
と
き

に
、
亡
く
な
っ
た
方
に
生
計
を
維

持
さ
れ
て
い
た
子
の
あ
る
妻
ま
た

被
災
者
の
方
へ

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
方
は
、
所
得
税
の
軽
減
・
免

除
が
受
け
ら
れ
、
税
務
署
で
手

続
き
を
行
う
こ
と
で
所
得
税
が

還
付
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。そ

の
ほ
か
、
源
泉
所
得
税
の

徴
収
猶
予
や
還
付
、
廃
車
と

な
っ
た
自
動
車
の
自
動
車
重
量

税
の
還
付
な
ど
の
特
例
が
あ
り

ま
す
。

詳
し
く
は
、
益
田
税
務
署
に

お
問
合
せ
い
た
だ
く
か
、
国
税

現
在
、
自
宅
に
い
な
が
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
登
記
事
項
証
明
書

等
の
請
求
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。平

成
23
年
２
月
14
日
か
ら
、
不

動
産
（
土
地
・
建
物
）
や
会
社
・

法
人
な
ど
の
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
申
請
・
請

求
方
法
が
「
法
務
省
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
シ
ス
テ
ム
」
か
ら
「
登
記
・

供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ

ム
」
に
変
更
さ
れ
、
環
境
設
定
や

《
検
査
の
対
象
と
な
る
方
》

□
商
取
引
に
は
か
り
を
使
用

し
て
い
る
事
業
者

□
貨
物
運
賃
を
重
量
に
よ
り

計量器検査日程表
期日 時間 検査場所 対象区域

8 月 30 日
（火）

10:00~10:30 木部公民館 木部地区
11:00~11:30 畑迫公民館 畑迫地区
13:30~14:00 直地児童館 直地地区
14:30~16:00 津和野町民体育館 橋南地区

8 月 31 日
（水）

10:00~10:30
津和野町民体育館

小川地区
10:30~12:00 橋北地区
13:00~16:00 町内全域

9 月 1 日
（木）

10:00~12:00
13:00~14:00

山村開発センター
日原、須川、相
撲 ヶ 原、 滝 谷、

池村、河村
14:30~16:00 左鐙公民館 左鐙

9 月 2 日
（金）

10:00~10:30
JA 西 い わ み 日 原
支所木ノ口米倉庫

瀧元、枕瀬

11:00~11:30 青原公民館
青原、添谷、溪
村、商人、冨田、

柳

定
め
て
い
る
貨
物
運
送
業
者

□
農
産
物
・
海
産
物
の
出
荷
、

庭
先
取
引
及
び
行
商
な
ど
に

は
か
り
を
使
用
し
て
い
る
生

産
者

□
材
料
購
入
・
製
品
出
荷
及
び

詰
込
み
に
は
か
り
を
使
用
し

て
い
る
事
業
者

□
調
剤
に
は
か
り
を
使
用
し
て

い
る
病
院
、
薬
局
等

□
健
康
診
断
、
体
重
測
定
で

は
か
り
を
使
用
し
て
い
る
学

校
、
保
育
園
、
福
祉
施
設
、

病
院
等

商工観光課 ☎ 72-0652益田税務署 ☎ 0856-22-0444

松江地方法務局 益田支局
☎ 0856-22-0429 健康保険課 ☎ 72-0651

は
子
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

受
給
の
た
め
の
条
件

障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
初
診
日

等（
障
害
基
礎
年
金
で
は
初
診
日
、

遺
族
基
礎
年
金
で
は
死
亡
日
）
に

国
民
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る

こ
と
や
一
定
期
間
に
つ
い
て
保
険

料
の
納
付
を
行
っ
て
い
る
な
ど
の

要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。な

お
、
遺
族
基
礎
年
金
は
、
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方
ま

た
は
老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
間

を
満
た
し
た
方
が
亡
く
な
っ
た
と

き
に
も
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の

と
き
は
前
記
の
保
険
料
納
付
要
件

を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
が
、
保
険
料
納
付
要
件
を

満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
心
配
な

方
や
国
民
年
金
に
つ
い
て
詳
し
く

知
り
た
い
方
は
、
役
場
の
窓
口
ま

た
は
最
寄
り
の
年
金
事
務
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

厚
生
年
金
の
加
入
者
は

障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
基
礎
年

金
は
、
厚
生
年
金
の
加
入
者
に
も

支
給
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
最
寄
の

年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
が
被
災

地
支
援
に

被
災
地
の
自
治
体
へ
の
寄
附

金
、
自
治
体
を
通
じ
た
被
災
者

へ
の
義
援
金
は
「
ふ
る
さ
と
寄

附
金
」
と
し
て
住
民
税
・
所
得

税
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
や
中
央
共
同

募
金
会
等
へ
の
義
援
金
も
「
ふ

る
さ
と
寄
附
金
」
と
し
て
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
、
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.soum
u.

go.jp/

）
の
東
日
本
大
震
災
関

連
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.

nta.go.jp/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、住
民
税
、

固
定
資
産
税
、
自

動
車
税
等
の
地
方

税
の
特
例
が
あ
り

ま
す
。詳
し
く
は
、

島
根
県
ま
た
は
税

務
住
民
課
（
☎
74

―
０
０
６
９
）
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

手
続
き
が
簡
単
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
4
月
１
日
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
で
不
動
産
や
会
社
・
法
人
の

登
記
事
項
証
明
書
等
の
交
付
の
請

求
を
す
る
場
合
の
手
数
料
が
安
く

な
り
、
ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
請
求

し
た
場
合
で
も
、
登
記
所
の
窓
口

で
証
明
書
等
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
機
会
に
、
ぜ
ひ
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
申
請
や
請
求
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

不動産及び商業・法人登記の主な手数料
証明書等の種類 改正前 改正後

書面で請求 登記事項証明書 1,000 円 700 円

オ ン ラ イ ン
で請求

登記事項証明書
（送付で受領）

700 円 570 円

登記事項証明書
（窓口交付で受領）

―――― 550 円

※詳しいご利用方法については、登記所の担当者、ま
たは、登記・供託オンライン申請システムホームペー
ジ（http://www.touki-kyoutaku-net.moj.go.jp/）
をご確認ください。
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◆津和野共存病院（☎72-0660）
・月曜日 / 循環器内科（午前 / 第２・４月曜日）

整形外科（午後）
小児科予防接種・乳児検診（午後 / 予約制）

・火曜日 / 外科（午前）
・水曜日 / 小児科予防接種・乳児検診（午後 / 予約制）
・木曜日 / 外科（午前）耳鼻咽喉科（午後）
・金曜日 / 整形外科（午前 / 午後）
※内科 : 月～金曜日（午前）、木曜日（午後２時から開始）

（日本神経学会専門医）初診の場合要予約
※小児科 : 予防接種・乳児検診は 13 時より開始です。
※耳鼻咽喉科 : 木曜日午後 2 時 15 分より開始です。
※整形外科：月曜日の診療は午後 1 時より開始です。

◆日原診療所（☎74-0121）
・月曜日 / 内科（午前 / 午後）
・火曜日 / 内科（午前 / 午後）
　外科（第 1・3・5 火曜日、8 時半～9 時半）
　※受付は 9 時まで

・水曜日 / 内科（午前）消化器内科検査のみ（午前）
・木曜日 / 内科（午前）
・金曜日 / 内科（午前 / 午後）
・土曜日 / 内科（午前）　※毎週診療あり
　　　　　泌尿器科（午前）第 1・3・5
※泌尿器科の予約は 74－0121まで
※水曜日・土曜日は、午前のみです。
※診療日程は、変更する場合があります。
※ 8 月15日は休診です。
※ 8 月より第２土曜日・第４土曜日は休診となります

◆和﨑医院（☎72-0025）
・水曜日 / 肝臓病専門外来（日本肝臓学会専門医）/ 予約制
※当院では苦痛の少ない鼻からの胃カメラを行っています。
※循環器専門外来を行っています。
※リウマチ・膠原病専門外来を行っています。
※土曜日午後は診療しています

（14 時から17 時まで、ただし受付は 16 時 30 分まで）

◆つわぶき医院（☎72-3500）
・火曜日 / ペインクリニック15:00 ～ 18:00
・木曜日 / ペインクリニック9:00 ～ 12:30
※帯状疱疹後の疼痛や慢性の痛みでお悩みの方はご相談く

ださい。
※通常の診療も行います。

◎明るい生活相談所
8 月5日 （金） 山村開発センター 9:30 ～ 14:30
8 月19日 （金） 山村開発センター 9:30 ～ 14:30
問 : 津和野町社会福祉協議会☎ 74-1617

◎心配ごと相談
8 月1日 （月） 木部公民館 9:00 ～ 11:30
8 月11日 （木） 畑迫公民館 9:00 ～ 11:00
8 月12日 （金） 津和野町福祉センター 10:00 ～ 12:00
8 月12日 （金） 小川公民館 13:30 ～ 15:30
8 月 26日 （金） 津和野町福祉センター 10:00 ～ 12:00
問 : 津和野町社会福祉協議会☎ 72-1494

◎無料人権相談
8 月10日 （水） 町民センター 9:00 ～ 12:00
8 月19日 （金） 山村開発センター 9:30 ～ 14:30
問 : 税務住民課☎ 74-0059

◎無料行政相談
8 月5日 （金） 山村開発センター 9:30 ～ 14:30
8 月12日 （金） 津和野町福祉センター 10:00 ～ 12:00
8 月 26日 （金） 津和野町福祉センター 10:00 ～ 12:00
問 : 総務財政課☎ 74-0028

◎手話生活相談
8 月10日 （水） 役場本庁舎 13:30 ～ 16:00
8 月 24 日 （水） 役場本庁舎 13:30 ～ 16:00
問 : 津和野町福祉事務所☎ 72-0673

◎無料法律相談（要予約）
8 月 19 日（金） 保健福祉センターやまびこ 13:00 ～16:00
問・予 : 津和野町社会福祉協議会☎ 72-1494

◎健康相談
8 月8日 （月） 山村開発センター 13:30 ～ 15:30
8 月 22日 （月） 山村開発センター 13:30 ～ 15:30
問 : 健康保険課☎ 72-0657

◎生活支援（精神障がい）相談（要予約）
毎日の生活の悩みをお気軽にお話しください。相談日程に
ついては、相談したい方と話し合って決定します。
まずは、お気軽にお問合せください。
問・予約 : 津和野町福祉事務所☎ 72-0673

◎育児相談 ※各会場の子育て支援センターで行います

乳幼児の育児に関する相談、計測などを行います
8 月11日（木） 日原保育園 10:30 ～ 11:30
8 月 23日（火） 直地児童館 10:30 ～ 11:30 
問：健康保険課☎ 72-0657

◎断酒会（アルコールに関する相談）
8 月10日 （水） 津和野町民センター 19:00 ～ 21:00
8月17日 （水） 山村開発センター 19:00 ～ 21:00
8月24日 （水） 山村開発センター 19:00 ～ 21:00
問：断酒会鹿足支部（中田至）☎ 090-9061-8012

医療 Medical Consultation Consultation

Sign language

Guide

―聴覚障がい者には筆談で？ー
「筆談でわからないの？」と、よく聞かれます。確かに、筆談は

聞こえない人とのコミュニケーション手段の一つですが、言語
獲得（会話が出来るぐらい）前に失聴した人には通じないこと
もあります。例えば、「痛くないことはない」は「ぜんぜん痛くない」
と解釈されることがあります。「日本語で書かれた文章の理解が
困難な人もいる」ということを頭に置き、相手の反応を見ながら、
筆談にこだわらず、絵を描いたり、身振り、口話など組み合わ
せながら使うと伝わりやすくなります。

○労働時間設定改善コンサルタント
島根労働局の「労働時間設定改善コンサルタント」は、個別
事業場の労働時間全般の相談、説明・研修会の講師の対応
等に応じています。利用は無料です。

「所定外労働時間を削減するにはどうすればいい？」「仕事と生
活の調和ってどんなこと？」といった悩みや疑問を抱えている
企業の皆様、ぜひ当コンサルタントにご相談ください。
問：島根労働局☎ 0852-31-1156

○就職フェアしまね（夏季 )開催
企業の採用担当者による面接、情報提供を行う就職面接会を
行います。

【日時・会場】 8 月6日 （土） 朱鷺会館
 ８月９日 （火） いわみーる
 8 月12日 （金） 益田市民学習センター
 8 月 20日 （土） くにびきメッセ
時間はいずれも13:00 ～ 16:00
対象：来年３月大学等卒業予定者及び大学等卒業後３年以内

の未就職者または県内就職を希望する方
問：ジョブカフェしまね☎ 0852-28-0694

○介護人材緊急雇用事業（後期）
介護の分野で働きたいと考えている方を対象に臨時的に雇用
しながら、専門資格の取得や各事業所でのお試し勤務を通じ
て自分の適正やニーズに合った就職選びを支援します。
対象：浜田市内でのヘルパー研修の受講及び各施設でのお試

し勤務に参加可能な方
定員：10 名 受講料：無料
募集期間：7 月14 日～ 8 月12日
問：島根県社会福祉協議会☎ 0855-24-9340

◎乳児健診
8 月 2日 （火） 町民センター 13：00 ～ 13：30
H22.10.9 ～ H23.4.2 生まれで、対象の方には通知します。
通知が来ない時は、お問い合わせください。上記の時間内に
受付をお済ませください。
問：健康保険課☎ 72-0657

◎幼児健診
8 月9日（火）町民センター
１歳 6 ヶ月健診 ････ H21.11.18 ～ H22.2.9 生まれの方
 ････････････････ 13：00 ～ 13：15
２歳児健診 ･･･････ H20.11.18 ～ H21.2.9 生まれの方
 ････････････････ 13：30 ～ 13：45
３歳児健診 ･･･････ H19.11.18 ～ H20.2.9 生まれの方
 ････････････････ 14：00 ～ 14：15
対象の方には通知します。通知が無い場合は、ご連絡くださ
い。上記の時間内に受付をお済ませください
問：健康保険課☎ 72-0657

◎自殺予防いのちの電話
8 月10日（水）８:00 ～翌８:00（24 時間）
☎ 0120-738-556（フリーダイヤル）
内容：自殺予防に関する相談

◎こころの相談（要予約）
気分の落ち込み、物忘れなどの心配ごとがある方はお気軽に
ご相談ください。（担当：おちハートクリニック越智先生）
８月１日 （月） 町民センター 14:00 ～ 15:30
問 : 健康保険課☎ 72-0657

相談 相談

手話コミュニケーション

ご案内

Books

日原図書館の新刊図書　８月 15日は休館です
□「ＬＩＦＥ③」	 飯島奈美	 … 糸井重里事務所
□「陰陽師・醍醐の巻」	 夢枕獏	 …………… 文藝春秋
□「三人の二代目」	 堺屋太一	 ………… 講談社刊
□「円卓」	 西加奈子	 ……… 文藝春秋刊
□東日本大震災石巻の人たちの50日間ふたたび、ここから	
	 池上正樹	 ………… ポプラ社
□「ほんとのおおきさ水族館」
	 小宮輝之	 … 学研教育出版刊
津和野図書館の新刊図書　８月 31日は休館です
□『アンダルシア』	 真保裕一	 ……………………講談社
□『天狗の剣』	 藤本ひとみ	 …………中央公論新社
□『捨てない生活』	 フクイユキ	 メディアファクトリー
□『あさです！』
	 くすのきしげのり	 …… 佼成出版社
□『世界は気になることばかり』
	 五味太郎	 ……………………偕成社	

図書館だより

 

＊『新・手話教室 入門』より転載
＊発行：財団法人全日本ろうあ連盟発行 ☎ 03-3268-8847

顔を少し傾けてこめかみ
に当てた握った手を、素
早くおろすとともに顔を
戻します。
＊「昼」「夜」という手話
も考えてみてください。

■レジ袋の無料配布中止
９月１日より、「イオン・イズミ・Ａコープ・キヌヤ・
つるや」の各店舗でレジ袋の無料配布が中止となり
ます。これは資源の有効活用などを目標に、益田市
と関係機関の協力で取り組むことになりました。
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試験に関する詳細についてはお問合せください
自衛隊島根地方協力本部益田地域事務所☎ 0856-22-8223

□一般曹候補生（陸上・海上・航空自衛隊）
・応募資格 :18 歳以上 27 歳未満の者
・応募期間 : ８月１日（月）～９月９日（金）

□航空学生（海上・航空自衛隊）
・応募資格 : 高卒（見込含）21 歳未満の者
・応募期間 : ８月１日（月）～９月９日（金）

□自衛官候補生（陸上・海上・航空自衛隊）
・応募資格 :18 歳以上 27 歳未満の者
・男性の場合 : 応募締切 : ９月９日（金）

□自衛官候補生（女性）
・応募期間：８月１日（月）～９月９日（金）

□防衛大学校学生
・応募資格 : 高卒（見込含）21 歳未満の者
・応募期間 : ９月５日（月）～９月 30 日（金）

□看護学生（陸上自衛隊）
・応募資格　高卒（見込含）24 歳未満の者
・応募期間　９月５日（月）～９月 30 日（金）

□防衛医科大学校学生
・応募資格　高卒（見込含）21 歳未満の者
・応募期間　９月５日（月）～９月 30 日（金）

□説明会の開催について
① 防衛大学校説明会

・とき：８月９日 ( 火 )13 時 00 分～ 15 時 00 分
・ところ：松江地方合同庁舎

② 看護学生説明会
・とき：８月 10 日 ( 水 )13 時 00 分～ 16 時 00 分
・ところ：松江地方合同庁舎

③ 航空学生説明会
・とき：８月 12 日 ( 金 ) 時間：未定
・ところ：航空自衛隊美保基地

自衛官募集


